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1.オープニング 13:30～

足助中学校プラスバンド部

演轟曲目「Peach」

「小さな意の歌」

// 立口市民の誓い

わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、

輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、

明日に向かつて伸びゆく豊田市の市民です。

ひ
iつ 線をはぐくみ、;1を大切にして、盤かなど然を塾しましょう。
ひ
iつ ス乗二うに親しみ、教黎を嵩めて、貿■の尚Tにつとめましょう。
ひ
iつ 男気で櫛き、暑ぃ方をそだてて、ギせな蒙稚をつくりましょう。
ひ
iつ 互いに筋けあい、芯の輸をひろげて、あたたかい峙をつくりましょう。

1つ いのちを筆び、きまりを等って、住みよい粧答をつくりましょう。

(昭和 53年 3月 1日 制定)



地域会議委員紹介
会長 天野 正美   副会長 松井 誠廣

青 木 厚 子 川面町 区長会推薦 天 野 正 美 上佐切町 行政推薦

安 藤  勲 上切山町 豊田森林組合推薦 市 り|1 俊 策 足助町 区長会推薦

伊 藤 政 和 西樫尾町 」Aあいち豊田推薦 宇 井 和 男 久木町 区長会推薦

梅 村 康 子 大河原町 区長会推薦 河 合 直 美 富岡町 コミュニティ推薦

久 米 恵 子 近岡町 区長会推薦 近 藤 千 草 足助町 区長会推薦

志 賀 浩 也 足助町 コミュニティ推薦 鈴 木 晴 雄 明川町 区長会推薦

鈴 木 啓 文 野林町 行政推薦 鈴 木 良 秋 月原町 足助観光協会推薦

藤 澤 卓 美 御内町 行政推薦 藤 島 徹 夫 足助町 足助商工会推薦

松 井 誠 廣 玉野町 行政推薦 芳 野 勝 之 東大島町 区長会推薦

地域会議とは・・・・・

◆地域自治区と地域会議

―
選出

―

■始凛田■
への対応

'ま
ちづくり

活●の発案

◆地城会議の役割 (1)

市 長

公園審査会にて地域会贖姜員が審査
審査結果を支所長に報告し、支所長が交付決定する

◆地域会議の役割 (2)

わくわく事栞の

「予算提案事業
の計画書提出」

IH―
'

租 呻 D‐

:.:■ 目 11・

支所長へ提出
[ン 1=J願露

'嚇 瞬 Oant

地域予算提案事業 とは…

地域の意見を市の施策に反映させる仕組みです。

地域会議において地域で取 り組む課題を決定 し、行政 と地域 との

共働による解決策を事業計画書の形にして、市へ提出することで事

業化 されます。



2.地域づくり懇談会 13:55～

コ…ディネーター

加藤栄司氏 (愛知県交流居住センタ… 事務局長 )

ノ IJフ ィ
ー~ル

社団法人地域問題研究所 i:任研究員 (技術士 建設部門・農 業部門)。 足助田「時代に住宅マスターフラ

ンの策定や高嶺下ファー′、ビレッジ構想の推進、にこにこ

“

:戦の事業lll築 およびll進な どに関わつた。
2008年 、愛如l県交流居住センターの設 立に関わ り、現在、・,務局1(と して円合暮 らしを応援 してい
/

1憂覇 再
|

足助地区の人回の推移予測 若者とお年寄りの人口比率の推移予測

足助地区の小学校児童数の推移予測
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人‖推移予測では、今後の 20年間で

約 2,100人 の人口が減少するとされ

ています。

また、その内訳をみると、約 177)を
80歳以 Lの高齢者が占めてお り、10
年前 と比べると 10%の L昇 を してい

ます。

さらに、24歳以 ドの若者は約 15%
まで減少 し、地域から若者の姿がどんど

ん消えていくことが分か ります。

小学校の児竜数を見てみると、今後の

6年 間で約 100人 の児童が足助地区

全体で減少 します。現在の足助小学校に

通 う子 ども達 と同 じ人数の 了どもが 6

年後には、足助からいなくなるのです。
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新成人アンケート結果(回収率 88%)

足助は好き?饉い?

10%

90%

住み競けたい地域に必要なものは?

順位 項 目 人数

1 交通の便 59

2 働き場の確保 27

3 若者が集える場所 14

4 宅地・住居 12

4 仲の良い友達・仲間 12

将来足助に住んでいると思うか?

住まない又は分からない理由

・ 職場が遠いため。(職場がどこになるか

分からない)

・ 結婚 したら、相手の希望も考えて住む

場所を決めたい。
・ 子どもの選択肢を広げたい
。 交通が不便で生活に困る
。 もつと都会が良い。

新成人アンケートと若者懇談会の自由意見

足助の好きなところ            足助で直してはしいところ

足助への想い

・ 足助が好き
。 足助か ら出ることになったとしても、戻つてきたときには変わらないご近所 さん、友達がいて

ヤましい。
・ 出来るなら足助に住み続けたいけど、職場や結婚相手によつて左右 されて しま う。

自然が豊かで、都会にはない魅力がある。
ご近所さんとの仲の良い付き合い。

地元の友達が好き。

山里の暮らしが魅力的だ。

景色が美しい。

不便なところ (公共交通機関がないので、お酒

を飲んでも家に帰れない。買い物が出来る場所

が近くにない。)

集まる場所がない (バ スの待ち時間にも、する

ことがない。子どもを遊ばせる公園がない。)

地域活動が大変そ うだ

何故足助に住んでいるのか?(1ターンの若者意見 )

元々田舎暮らしがしたくて、色々なところを見て回つた。

とが好きになった。

景色が凄く良い !!
魅力的な人が多い !

その中に、足助があって、足助のこ



ill*#EatfrBf 05E llEt6aDo 5 ?oilH

より良い足助にしていくために、皆さんの貴重なご意見
が必要です !!
自分違はこうしたい |に れな.ら出来る !!というご
意見がありましたら、是非この懇談会で発表をお願いし
ます !!

メモ



3.地域カアツプの足跡 14:55～

(1)わくわく事業奥贈発表

霧山耕議会

『もの作り交驚事業」(21ページ●照)

みずきの里づくり推遭委員会 もみじ谷日会

「もみじ谷プロジエクト」(22ページ●照)



(2)足助地区コミュニティ会議活動報告

★足助地区コミュニティ会議の 22年度の活動テーマは 「若者へのアプローチ」と決め、足助

地区の若者等をコミュニティ活動へ取 り込むためにいろいろな工夫をしました。

各部会、こんなに頑張りました。
広報委員のみなさん

05月 12日
平成 23年 2月 15日・平成 21年度の活動

報告および決算、平成

22年度の活動計画

および予算、役員につ

いてすべて承認 され

ました。

・ 2回の運営委員会で多くの

議案を話合いました。

○見やすいコミュニティたよ

りをめざして、年 5回の発

行をしました。

テーマ  ～異世代との交流を目指す～

・ 交流会 (6/25・ 78・ 10/14・ 11/25・ 2/22全 5回 )

・ 中学生との交流 (9/14・ 9/21・ 10/4全 3 FI)

・ ふれあい祭 り参加 (lo/31)

・ 施設見学 (12/2 みなみ福寿園、野田味噌商店 )

参加者 30名
参加者 7名
参加者 部員 11名 足助中 1年生 13名

参加者 13名

エコキャップもたくさん集まっています。
31き続き集めていきますのでご協力お願いします。

～山と水をテーマに活動しています～

・ 森林体験学習会 (御内地内)   9/5
・ ふれあいまつ り参加      lo/31

(木材を使つてのものづくり体験)

巴川周辺の環境整備 12//7
・ 竹林の環境整備 (ま ちづくり部会共催)1/25、 29
・ 講演会 (川 に生息する生き物の実態を知る)2/10

参カロ者 16名

参加者 120名

参加者 50名
参力Π者 25名

参加者 25名

《ミシンで袋を縫って》



8月 22日 、22人参力日

②足助警察署 :12月 15

・ 坊災防犯講演会 :1月 29日 、111人参加
・安全安心部会研修会 :2月 16日 、14人参加

出演 者 藪 :3∞人

10月30日 。31日 脚
たくさんの若者の参加を募 りました。

ザ・飯盛座 「お姫滝幻想Jに まゆみこども園参加

足助中学校・足助高校・足助地区小学校

足助地区全こども国の作品展示

足助中学校吹奏楽部演奏・少年の主張発表

足助高校 2Cパフォーマンス・足助高校吹奏楽演奏

1 日、 24ノ、″

'カ

ロ

日、 14人参力日

「地域住民の防災・防犯意識を高めよう」
～みんなで守ろう!地域の安全～

・普通救命救急講習会 :仝 4回、54人参加|
・方災防犯交通安全体験学習会 (愛知県警):

・安全安心部会講演会①足助中学校長 :10月

新成人の新成人のための新成人による足助地区新成人を祝う会

平成23年 1月 9日 剛 :麟 91“雌
・足助高校生 11名のボランティア参加・全 13回の打ち合わせ会・ 2回の運営委員会
・思い出の写真展示・小学校・中学校の思い出ビデオ作製・成人式 DVD作製・ふるさと御内の水で鏡割り

足助人 (アスケット)

私たちアスケットは、創立 60周年を機に「安全・防ろL・

環境美化・コミュニケーション活動の促進」を目的として

結成 しま した。学校 (足助高校)、 警察 (足助警察署生活

安全課)、 地域 (足助少年補導委員会やALPS隊 など)

が連携 して、月に 1回防犯キャンペーンと清掃活動、防犯

パ トロールや声かけを行つています。

月 1回の活動は、生徒会執行部を中心にボランティアの

希望者を募 り、毎回 15～ 20名程度で実施 しています。

街角で見かけたら、声をかけてください。



(3)足助のまちづくり活動報告

①足助 歴史を活かしたまちづくり事業報告

毎月2回の会議を開催し、住民と行政との共働による伝建制度を活用した町並み保存について議論しました。

また、住民と行政のパイプ役として、調査などの支援や住民の意見集約など、伝建制度の推進に向けた取り組

みを行つてきました。活動の内容は、毎月「足助伝建かわら版」を発行し、活動内容をお知らせしています。

平成22年 5月 25日 から6月 15日 の間で名古屋市立大学の溝口正人先生と愛知工業大学の岩田敏也先生に

より、171件の伝統的建造物候補の調査が行われました。

けた市

西町、新町、本町、田町の住民の方の93%の 同意を得て、平成22年 6月 17日 に伝建制度導入に向け、「歴

史を活かしたまちづくりの推進にかかる要望書」を市長に届け、住民の思いを伝えました。この要望を受けて、市

は10月 1日 に豊田市伝統的建造物群保存地区保存条例を施行しました。

伝統的建造物候補調査

伝建制度の具体的な内容についてご理解いただくため、10月 16日 (西町)、 23日 (本町)、 24日 (新町)、 31

日(田町)に説明会を開催し、148人の方にご参加いただきました。

若狭町熙川宿・小浜市小浜西組

平成23年 1月 15日・16日 に福井県若狭町熊川宿と小浜市小浜西組の重伝建地区を視察しました。どちらの

地区も地域活性化に向けて積極的に活動を行つていました。今後の足助の町並みの活性化に向けて、良い刺

激を受けました。

先進地視察 (熊川宿 )

9

伝建部会 市長要望

先進地視察 (1ヽ浜西組 )住民説明会 (田 町 )



塵亘王亘亜量鉢的達
伝統的建造物群保存地区の区域は、条例制定を受け、平成22年 10月 に設置された豊田市伝統的建造物群

保存地区保存審議会の諮問・答申を経て、平成22年 12月 28日 に告示されました。この告示により、愛知県内

で初めての伝統的建造物群保存地区が誕生しました。

保存地区の区域は、西町、新町、本町、田町を中心とする区域であり、東西はそれぞれ、伊那街道沿いに残る

役行者石像 (西 :落合、東今朝平橋付近)の間、北は宗恩寺、陣屋跡、観音寺等を含めた山裾まで、南は東部を

足助川の左岸 (南岸)で、西部を飯盛山の山裾までの区域とします。

豊田市足助伝統的建造物群保存地区

(縮尺 117′ 500)

藁弓山
1足助城跡

'

|

足助′ヽ嗜宮

一
僻 地区の区域

置 田市足助伝統的建造物群保存地区保夕計画

伝統的建造物群保存地区保存計画は、伝建部会で議論しながら内容をとりまとめ、審議会の諮問・答申を経

て、平成23年 1月 31日 に告示されました。

この保存計画は、足助の町並みの歴史や特徴、それぞれの建造物の特徴、町並みの整備方針が記載され、こ

の保存計画をもとに足助の町並み保存が行われます。

この告示により、保存地区内の建造物の新増改築や除却などを行う場合には、足助町並み景観相談会で審議

し、現状変更行為許可申請を行う必要があります。

重要伝統的建造物群保存地区の選定を目指すとともに、

「足助らしさ」があふれる生活感のあるまちづくりを推進します

10



(3)足助のまちづくり活動報告

② 山村活性化事業「里山耕」

合併後の豊田市の過疎対策の一環として、里山住民と都市住民が交流しながら共同作業を行い、美しい里山景観を取

り戻すことに取り組んでいます。そして、地域資源を活用して地域の魅力を高め、地域づくりに関わる新たな定住者を受け入

れようとするものです。

1 事業の取り組み方針

●里山のあり方の検討 (平成20年度)

有識者と地元住民等による里山耕検討委員会を発足し、21世紀の新しい里山のあり方と里山暮らしの実践方法を提案し

ました。

●里山暮らしの実践活動 (平成20年度～)

地元住民を主体とする「新盛里山耕流塾実行委員会」を発足。地元住民が講師となり、都市住民との共同作業によつて、

1年間を通した里山暮らしの体験ができ、里山の魅力を体感できる講座を開催。

●拠点施設の整備 (平成21年度～)

新盛里山耕流塾の講座や宿泊体験のできる拠点施設を整備。完成後は、里山再生活動を情報発信し、他地域へと広げ

るととともに、市の中山間地域全体の定住支援を進めていきます。

2 平成 22年度の活動

(1)旬栽食講座 (年 13回 )

田・畑での農作物の栽培から調理まで、里山での1年の暮らしの営みを体験します。

(2)そばづくり講座 (年 8回開講)

耕作放棄地を再生し、そばの再生から刈り取り、試食までを行います。



(3)炭焼き講座 (年 3回開講 )

里山の代表的な資源となる炭焼きを行うとともに炭の活用を学びます。

(4)もりの里☆市民農園 (通年開催 )

耕作放棄地を農園に整備し、農業に興味のある住民に貸し出します。田は10区画、畑は15区画の貸し出しを実施し、合

計25名が取り組みました。

(5)自 然農講座 (年 11回開講 )

自然農 (肥料や農薬を使わない)や不耕起移植農法を学び実践します。収穫量はやや少な

を収穫し味わうことが出来ました。

かつたものの、安全安心なお米

3 拠点施設「里山くらし体験館」の整備

現在、新盛地区では新盛里山耕流塾など都市と農山村の

交流の拠点として、「里山くらし体験館」を整備しています。オー

プンは平成23年 5月 22日 を予定しています。皆さんのご来訪

を楽しみにお待ちしています。



□
　
□

(4)足助地域会議からの提言事業進捗状況報告

足助地域会議は、これまで 3つの提言をしてきました。その提言のうち足助支

所が現在、地1或と共働で事業を推進しているものをご紹介します。

自分達の集落でもやってみようと思う事業がありましたら、お気軽に足助支所

または地域会議委員までご相談ください !!

①通行支障木伐採事業・河川環境整籠事業

集落の力をあわせて、通行などの支障になる木や河川環境の悪化を招く竹などを伐採する事業です。行

政は、高所作業車や危険箇所の伐採作業員を派遣することで、支援をします。

9自治区 (16自治会)にて実施。 延べ作業距離 約8kmを 整備。

平成21年度までに、延べ2 9kmの支障本を伐採してきたので、合計で約3 7kmを整備しました。

②歴嗅・伝統文化保存事業

国  地1或の言い伝え、伝統、史跡などを調べ、形にして残す事業です。行政は、ア ドバイザーの派遣などを

して、書籍の製作の支援を行います。

□  聞き書き講座に11人出席。 3月末に聞き書き集を発刊します。下記のような貴重な経験や智恵を集成

したものです。3月末に自治会に配布予定です。

大 山光

'き

さんか らの間き書 き ～抜粋～

～正月になると、今 じゃあんまり餅をつかんが、昔はたいへん餅をついてね。朝から晩まで餅をついて、

食べるだつた。蓬を人れたり、豆を入れたり、いろいろして餅を作つただ。

小米併なんちゅつて、小米だけの餅があるが、小米だけじゃ、あんまり粘 りがないもんで、ちょこつ

ともち米を入れてつくわけだ。ほうせると、うまいだ。ほれを長くして、かまぼこの大きいやつみたい

な格好にして、切つて、焼いて食べるだつた。～

③あす

―

ラン

□  定住文」策連絡会を中心として、地域と行政がスクラムを組んで、地域が元気になる定住を進めます。地

域は定住希望者の受け入れ態勢を整え、交流会を実施するなどして互いに理解を深めます。行政は定住相

談の窓□となり、地域情報の管理・発信、定住支援策を推進します。

□  ○定住者 9件 25人

○定住体験 16人
02戸 2戸作戦 冷田と新盛で交流会を実施し、土地の浸」量実施設計を終えました。今後、さらに交流

会を継続して実施し、分譲予定者を決定して販売をしていく予定です。

○定住希望の登録者数 154件 (そのうち 8害」以 上 が空 き 家 を希望)

硼ら蹴 柵 ど制 毎日をたく続 櫛礎ごせるように

空き家情報をどしどしお寄せください||
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④耕作飲栞地賄止事業

□  拡大する耕作放棄地を防止するため、

業です。

※以下け概専です。詳細は、足助支所きてお問合せください。

集落で課題となっている耕作放棄地の草刈・農地再生を支援する事

延べ38グルーフ

1年以上耕作放棄してある農地。自己保全農地は可。ただし、土地の所有者が高齢
|

で足腰も悪<なり、田畑の耕作が出来ずに荒廃していたり、跡継ぎが集落から市外 |

へ転出 し、草刈などの維持管理が困難となっている等の理由があること。

草刈 片付け―式 (年 2回以上)に対 して面積あたりの負担金を支払います。

集落の戸数が20戸以下の場合、草刈応援隊を派遣することができます。

草刈、集草、除伐、耕運等の作業に対して、作業内容に応じて負担金を支払います。

また、作物の苗等の再生農地で栽培する作物や肥料について、別に支援します。

ただし、再生農地にて草メ」のみを行う場合、継続期間は2年までとなります。

②既存グループ

地域の山を守ろう事業

図  100年の森づくり構想に基づき、地域における森づくりの推進組織である「地1或森づくり会議」を設置し、

その中で「森づくり団地計画」を作成し、間伐等森林整備を促進 します。(担当 :森林課)

1藤藷園  平成23年 2月 28日 現在

21年度まで 22年度 合計

森づくり会議設置数 18 1 19

森づくり団地計画認定数 12 10 22

団地計画認定面積 (ha) 184. 65 19261 377. 26

三州足助太鼓  「翔(かける)」

革刈支標

(3年間継籠可 )

農地再生支援

(3年間継続可)

□  10自治区 (16自治会)にて実施。約55,OOO市 の耕作放棄地が綺麗になりました。

地域会議の提富したものの中には、豊田市の他の部署や他の団体で実施されているものもあ
ι勝す。その進捗状況のご報告です。

ピンピン・いこがい。ふれあいづくι]事離

近所にある集会所で、高齢者が元気で楽しく、いきいきと生活を送るための、集いの場をつくり、介護・

医療予防、閉じこもり予防、生きがいづくりなどを目的とした事業を実施しよう。

足助地区コミュニティ会議福祉部会力0入グループ数 11(7白治区) グループ同士の見学会 5回実施

地1或 S、れあいサロン事業 利用グループ数 22(13自 治区) (担当 :社会福祉協議会足助支所)

里山健康学び舎教室 実施自治区 :足助   (担 当 :地域保健課)

里山げんきグループ活動支援 0。 ②のグループヘ保健8市や講81を派遣  (担当 :地域保健課)

①教室終了後自主グループ 4グループ (明和・佐切・御内・御蔵自治区)  原則月1回

4。 エンディング 16:20～

演奏山目 :「 瑠璃～ruri」
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5.平成22年度 足助地区わくわく事業紙面発表

団体名 事業名 事業目的 補助決定額

1 追分自治区 追分花いっぱい事業
これまでに整備した花壇の管理と花の値替え

を実施する。
40,000

2 追分長寿会 追分花いっばい事業
これまでに整備した花壇の管理と花の植替え

を実施する。
40,000

3 田町新生会 田町わくわく活性化事業

花壇の手入れ、花の植替え、奉仕作業、交通

安全教室、健康講座、健康教室、ウォーキン

グ、定例会、ふれあいサロン真弓会参加など。

119,000

4
足助自治区

環境
=β

会

河川流入家庭排水の浄化

と街並み散策路側溝の悪

臭除去

昨年から始めた各家庭の浄化槽への投入を増

や し、更なる大腸菌郡数の削減を進める。街

並み散策路悪臭除去活動は、これまで通り各

自治会に設置された木箱での活動を続けると

共に、それぞれの活動場所を作り散布する。

900,000

5
東大島ふるさと

考

東大島の自然を生かした

景観を守る活性化推進事

業

東大島町の中央に位置する「桜ヶ丘」の整備

をする。ウッドチップ歩道・看板立て・樹木

の補植。東大島町内の自生するエドヒガン周

辺の整備と啓発活動。

418,000

6 なかよし会
耕作放棄地の美化・蘇ら

せ事業

昨年度整備した耕作放棄地により多くの農作

物を作る。
226,000

7 霧山耕流会 もの作り交流事業

復元農地で大豆・スイー トコーン・ソパの栽

培体験・試食会の実施。復元農地の害獣対策・

整備。ふれあい広場の外lll・ 植栽・ベンチ設

置・石釜製作。

437,000

8

みずきの里づく

り推進委員会

もみじ谷部会

神越渓谷もみじ谷フロジ

ェクト

通称「道庵坊主」周辺を見通 しのよいように

下草刈りや杉檜などの除間伐をし景観を整備

するとともに、プロジェク ト紹介看板、名勝

地案内看板、樹木紹介看板を立て、川までの

歩道をつくる。

616,000

9
椿立地1或づ<り
推進委員会

椿の里・癒 しのB吉と空間

の倉J造事業

平勝寺前の整備 (史跡案内看板設置と周辺整

備 )、 観音橋周辺の整備 (耕作放棄地内の自生

椿の群生地の保護)、 展望台の屋根の1夕復。

900,000

10
足助植物園をつ

くる会
足助植物園造成事業

親王町自治会がつくつたハイキングコース周

辺の山林と地形を生かした植物園を造成し、

足助地区の植物の保存と自然に対する理解を

深める

340,000

11
新田町わくわく
しよまい会

新田町の町並み景観整備

事業

常夜灯の形をした花の展示台を製作し、お釜

いなりの烏居から観音山までの道筋に設置す

る。

384,000

足助中央商店街

協同組合

まちの案内板 (いすクロ
ス〉サイン事業

町なかに多くあるベンチにテープルクロスの

ような布に地図やまちの紹介などを描き込ん

で、温かいおもてなしを表現する。

340,000

三洲1足助太鼓
和太鼓で地域づくりと子

どもの育成を図る事業

不D太鼓の演奏を通 して会員相互、及び地域住

民との親睦を図ると共に年FB5を 通 して、子ど

も達へ挨拶などの礼儀を教え心身の育成を図

る。

207,000

4,976,000

Ｅ
υ



1.2団体名 追分自治区 追分長青会
深津 正雄

代表 塚田登美郎 会員241名

追 いつばい

活動場所
井ノロ町、岩神町、近岡町

活働目的
花いつぱい活動を通して、地域住民の交流を図る。

022年 度の活働の内害

追分自治区。追分長寿会では、「追分花いっぱい事業」として、井ノロ、

岩神、追分にある花壇で、春・秋に花の植替え作業を行いました。

春にはベコニヤ 600本、秋にはパンジー500本を植えました。

夏の花壇管理作業は、水掛など大変な苦労をしましたが、良く育つて

くれました。休憩には茶を飲み、世間話等に花が咲き、会員は仲間に会

えて楽しく活動 しています。

■んなて元気に 中
″
Ｊ

″
Ｊ

成果と今後の日標

当初計画通り年 2回の花苗の植替えの実施、月 1回の花壇管理作業ができた。夏には、水掛

け等に大変苦労したが、良く育つてくれて、皆さんにほめられた。

地域の景観づくり、美化活動ができたと思う。

今後とも、可能であれば続けていきたい。
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3 日町新生会
代表 田澤 茂之 会員 50名

田町わくわく活性化事業

活動場所 田町交流館を拠点に足助町内

活動目的 町並みの景観づくりと会員の親睦・健康づくり向上事業

◆ 設立のきつかけ

自治区内の高齢化が進みつつある中、会員の健康管理と

コミニュケーションが重要となり役員の努力により

積極的参加活動となつた。

◆ 活動内容

1 交流館裏の花壇、花苗植付けと草取り手入れ管理

2健康管理の講座 (食中毒、インフルエンザ )

3ストレッチ体操による体力の向上

4交通安全教室

51泊研修旅行 (

…

師崎、野間

=キ
`・

―~

発声練習

◆ 成果と今後の 目標

交流館近辺が花で飾られて美しい街づくりに貢献できた。

地域住民と取り組み地域との連携が図られた

健康教室等により健康管理の向上が出来た。

今後も継続し会員の親睦の事業として進めたい。
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部長 大山武二  会員600世 帯

分野/地域の生活環境改善、自然環境保全

活動場所 自治区内の世帯216戸 と7自治会集会場の浄化槽と8箇所の街並み散策路倶」溝

活動目的

20年度足助川・交流館裏での水質調査で大腸菌類が環境基準値の79倍もの高い数値が示さ
れ、これは家庭からの浄化槽排水が原因であるとの見地から、大1易菌に大きな効果実績を持つ
EM活性液で浄化槽の浄化と、街並み散策路倶」溝の悪臭除去を行い、区民の環境意識を高め、
この地を訪ねる人たちが綺麗な水と緑の風を楽しんでいただける環境づ<り を進めます。

○設立のきつかけ
平成17年豊田市への合併と同時に、足助自治区内の環境保全と改良・整備などを行い、区民の「安全 安心
で衛生的な生活基盤」の構築に寄与する事を目的とする。

○活動の内容

22年度は、自治区内で活動に協力していただける家庭をアンケート調査で再募集したところ、現在
216戸の家庭でそれぞれ、浄イヒ槽へ投入したり、流しやお風呂で使用したりと様皮な活動を続けて

います。又、各自治会内の木箱での活動は下右の写真の様な方法で自治区内8箇所で街並み散策路
倶」溝の浄イヒと悪臭除去にも取り組んでいます。

成果と今後の目標
一昨年に続き、昨年夏にも、紙屋淵と海老屋裏の 足助川でた<さんの蛍が発生し、連夜多<の住民の皆

さんや近隣の方が蛍観賞に訪れ、にぎやかな足助川遊歩道でした。

今年度でわ<わ<事業への応募資格を失いますが、区民の皆様と今後下水の整備が終わるまでこの活動を

続ける事が出来るよう、各自治会環境委員さんの協力を頂きながら今後の活動を協議しています。

今後地域の機運が高まれば「蛍サミット」を誘致することも視野に入れた活動も考え、これまで以上に区民

の環境意識が高<なり、水の源流域に生活する足助地区の皆さんの今後の環境意識と環境改善・保全のお役に

立てればと思います。
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団体名 東大島ふるさと考 代表 小沢 理人

東大島集会所を拠点として、東大島町中央に位置する桜ヶ丘
。東大島地内の耕作地、山林の保全放素地で、荒地となつた場所の環境羹化を回る。

つ

平成15年(今から8年前)東大島町中央に位置する(現在の桜ヶ丘)小高い丘(昔の草刈場)地主の保全放棄
により、孟宗竹や笹だけ、くず,などの雑草で荒れほうだいとなっていた。
この状態を改善し環境美化作りを目指して、当時の足助町大島自治区常会で提案し全員一致で合意され
当時の、『夢推進委員会』を母体としてボランティア活動で伐採と、植樹をすすめ現在まで毎年3回桜ヶ丘の
環境保全を実施してまいりました。
昨年、自治会でわくわく事業の内容を知り、従来から実施してきた桜ヶ丘の保全活動の、更なるレベルアップと
自治会内のコミニュケーションの向上を目指し、東大島ふるさと考を立ち上げ活動を実施してきました。

022年度の活動内容

1、 桜ヶ丘の自然檀物調査と第1回車刈 (5月 )

・ 自然植物の実態調査結果として特別残したい植物は見当たらなかつた(自 然のアザミ程度)

・ ボランティア30名で草刈、桜、紅葉の樹木に巻きついたツルの除去
(半 日を使って整備を実施しました)

桜ヶ丘の散策路つくり'(3月 と10月 )

・ 散策路の路面つくり
散策路の路盤作りとして凹凸部分の平面化
水の湧き出す場所に暗きょ排水管の設置

・ チップ流れ防止のための、丸大設置
・ チップを敷き詰めを実施(190mの 散策路の完成)

看根、植樹の実施 (1月 )

・ 散策路の名称募集結果「わくわく小道」に決定
・ 建て看板の設置、樹木の補植(かわず桜5本

ウットチップ散策路

三つ葉つつじ16本 )

名称を募集して決定

丘 の

・従来は3回/年の草刈をしてはいましたが、散策路はすぐに雑草が生え長靴でないと歩けない状態となつて
いました、今回、除草剤をまき、ウッドチップを5センチ敷き詰めることで非常に歩きやす
散策路が完成しました。(歩く人が増加することで踏み固められ更に良い散策路が出来上がります)

・散策路の回りの桜ヶ丘の景観もソメイヨシノ、八重桜、も花が咲くようになり、秋にはいろは紅葉の紅葉
と、楽しませてくれる風景へと改善されてまいりました。更に三つ葉つつじを植樹し高木、中木、低木と
充実してきました。

・今回のわくわく事業で自治会の多くの人が参加し取り組めたことは



6団体名 なかよし会
耕作放棄地の美化口蘇らせ

代表 鈴木 恵子  会員19名

活動場所 豊田市摺町地内

活動目的 ・山里の荒廃した耕作放棄地を改善し、景観作りと農作物を作る

・地域外の人々、子供たちとの交流をはかる

O設立のきつかけ

・集落の玄関口の環境整備 (美化)をやろうと立ち上げ、集落に入つて来た瞬間、「綺麗なところだよ

な～」っていうイメージを強調したい !:

・若い人たちの声もあって、一度ダメ元でもやつてみようと思つた。

022年度の活動内容

雨ニモマケズ。夏ノ暑サニモマケズ。猪ニモマケズ。雑草ニモマケズ。

21年度に植えた、花桃の花が

咲いた :

2軽四トラックー杯の野菜の首を

寄付してもらった。

苗が少し大きくなつた様子。

子供たちと一緒にジャガイモ掘りや

スイートコーン採りの後、みんなで

仲良くカレーライスの食事会

大きな「芋。採つたゾー !!」

親子でさつまいも掘り

6秋の収穫祭

サツマイモ焼、ゆでピーナッツ

枝豆、イモ天ぷら、おにぎリ

豚汁などの食事会

成果と今後の目標

・ 22年度は雨の日が多かつた。夏の暑い日も多かった。寒い日も多かつた。スイートコーン採り、いも

掘り体験には多くの人が集まって楽しく出来たことを喜びたい。

・ 今後、国の政策は農作放棄地のことは考えてくれているのか?待つているだけではダメ !自 分たち

の町は、自分たちで守る。私たち、少人数でもやれる事、高齢者から子供まで、花や野菜作りで健

康な体作りが出来る様、多くの人々が集まる様に、実顔がある集落作りにしたい。
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7団体名 霧山耕流会
ものづくり交流事業

代表 山下 清   会員(参加者)70名

活動場所 豊田市霧山町地区内

活動目的

高齢化による休耕地増加の抑止と有効活用

農業体験、農産物加工体験などを通じて食と農への理解の増進

農村部と都市部、海辺のまちとの交流、子供からお年寄りまで世代を越えた交流
O設立のきっかけ

高齢化で休耕地や耕作放棄地が増え、農地が荒廃して景観を損なつている。 これを改善
できないかと考え、地元の農業未経験者や産直『 まごころ市場』のお客さんに呼びかけて、

農業体験としてH19年に活動をスタート。 農産物の加工体験や収穫祭のイベント等も行い、

興味を持つて楽しく参力日できるようにして、地元とまちの人との交流で地域を活性化したい。

OH22年度の活動内容

1大豆・黒豆の栽培

・草刈り、ほ場起耕 (5月 )□
。大豆・黒豆の種まき作業体験 (7月 )

。大豆ほ場の草取り体験 (8月 )

・枝豆収穫体験、収穫祭 (10月 )

・大豆の収穫体験収穫祭 (11月 )

・大豆の脱穀作業体験 (12月 )

2.スィートコーンの栽培

・スィートコーンの種まき(5月 )

。苗の植え付け(5月 )

・ベビーコーンの収穫 (7月 )

・スィートコーンの収穫、収穫祭 (7月 )

・スィートコーンの地域盆踊大会での販売、

3.豆腐づくり体験
。大豆の豆腐と黒豆の豆腐づくり(1月 )

。手作リコンニャク、五平餅づくり、おからを使つて料理 (1月 )

4.触れ合い広場の整備とハウスの製作

・山茶花植栽 (1月 ～2月 )

。石釜作り(11月 ～ 1月 )

大豆種まき

8節
―トコーン収穫

草取り参加者

豆腐づくり

成果と今後の日標

【成果】
。普及所の指導を受け、大豆と黒豆を栽培して4年 目。町外からの参加者増加 (約半数)

。スィートコーンの盆踊大会での販売開始大好評
・豆腐づくり体験も毎年実施し、今年は4回 目(今年度参加者 名)

・連作障害を防ぐため、今年もスィートコーンを栽培。家族で参加も多く大好評 (87名 )

・枝豆収穫祭、大豆収穫祭、スィートコーン収穫祭を開催。猪焼肉、五平liF、 ソーセープ作りを体験
【今後の目標】
。大豆の連作障害への対応
・参カロアンケートやニーズ調査で改善をおこない、参加者の満足度を高めたい
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8団 体名 みずきの里づ くり推進委員会もみ じ谷部会 代表 水野―盛 会員19名

神越渓谷もみじ谷プロジェクト

活動 場 所 神越渓谷 (大 見辻～段戸) 本年度対象区域 通称 「中立 ち裏」

活動 目的 「持 ち込 まない、持 ち出 さない、汚 さない、過度に手 を加 えない」

を基本姿勢 に しなが ら、渓谷や道路環境 を整備す る とともに、地域

の歴史や 自然 、景観等 をク ロー ズア ップ し、多 くの市 民の親 しめ る

場にす る。 <神 越渓谷 もみ じ谷 プロジェク ト>

O設立 の き っか け

「水と木のら、るさと」御内自治区の地域づくりの会として平成 14年度発足

した「みずきの里づくり推進委員会」で取り組んできた「神越渓谷もみ じ谷プ

ロジェク ト」を推進するため、平成 22年 度設立。

O平 成 22年 度の活動内容 <初年度 >
1 神 越 渓 谷の保護 樹 に札 をつ け る。 (継 続

日)

自生 して いる天然 のモ ミジ、 ツツジ、 ッパキ類

などの貴重 な樹 を積極 的 に保護 して い くため、

赤 いプラスチ ックの保護樹 の札 を付 ける 。(1,0

00ホ女)

道路際 の支障木の伐採や草 刈 り作 業時な どに、

区男Jが 付 いて安心 して作業が で きるよ うにな つ

た。

県道沿 い神越川左岸 を整備す る

優 れ た河川景観 が道路 か ら見渡せ るよ うに、そ

の支障 となる杉や檜 な どの間伐や枝打 ちを行 つた。(一 部高所作業車 を委託 )

優れた景観 を持つ名所や歴史的に由来のある 旧跡 を紹介す る看板の設置

昔か ら伝説が残 る滝や淵だ けでな く、整備す る中で新たに発見 した奇岩や景

勝地 を発掘 しその紹介看板 を立 てる。

神越渓谷の 自然 を紹介す る「神越渓谷の樹」の看板 も設置 した。

成果 と今後の 目標

当初予定の 「道庵坊主の滝」周辺の整備がほぼ終了で きた。

名所紹介看板等の設置、ホームペー ジの開設によ り情報発信ができた。

神越渓谷は全長 3 0km、 標高差 700mの 極めてスケールの大 きな渓谷であ

るので、ポイン トを しば りつつ、ひ とまず 3年 間 をか けて、整備 を進めたい。

趣 旨に賛同をいただ ける方の参加 を募 り、息の長 い継続 的な活動 と して発展

させていきたい。

(株 )神 越渓谷 <ま す釣 り場 >と 連携 し、多 くの人が訪れ る観光地 とな るよ

う積極的に整備と情報発信を継続 していきたい。

年
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9団体名 椿立地域づく‖推進委員会 代表 寄田鋳 会員 55名

活働場所 綾渡町内 観音橋周辺・平勝寺前・展望台周辺

活動目的
椿立自治区周遊コースの完成。活動を通して椿立自治区民の一体化の促進。参加

する楽しさ、一体感を大切に、さらなる地域の活性化につなげる。

O設立の きつかけ

設立は平成 17年。私たちはこれまでに、自鳥山の石碑群、水車と旧道の復活を成 し遂げて

まいりした。そして只今 2ヶ 年計画で次なる事業 「椿の里 癒 しの時と空間の創造事業」に取

り組んでいます。この事業を椿立自治区におけるわくわく事業の集大成と位置づけ、観音橋周

辺の整備を中心に、平勝寺前の整備と展望台の屋根の修復を遂行 し、椿立自治区周遊コースの

完成を目指しています。

022年 度の活動の内害

6月 15日

公開審査で行ったプ レゼンテーション

を、椿立自治区各戸代表者集合の場で見

ていただく。

事業の方向性を示 し、意思統一をはかる。

8月 29日

展望台周辺のスギ・ ヒノキの伐採

屋根葺き前のハツリ作業開始

↑

瓦葺き職人さんの作業はじまり

ベンチテーブルの脚の型枠作り

平勝寺前の看板周辺の整備前の地ならし

不要物の撤去

↓

11月 21日 (全体作業の日)

平勝寺前のベンチテーブルの基礎工事

観音橋周辺の竹の伐採

竹の運び出し

粉砕機による破砕処理

1月 2日 ～3日

観音橋周辺整備の続き

成果 と今後の 目標

ほぼ計画どうりに事業をおさめることが出来ました。全体作業の参加率はほぼ 10o%で 、

自治区在住者の参加意識の高さを改めて知ることとなりました。さらなる地域の一体感を感 じ

取ることが出来ました。

2ヶ 年計画の半期を終え、椿立自治区周遊コースのイメージをつかむことが出来ました。訪

れる人に癒しを体感 していただくだけでなく、今住まう子供たちや若い世代にとって本当の故

郷になるよう、思いを込めて取 り組んでまいります。
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つ く る 会  代表 市川 俊策 会員 40名

活動場所 親王町ハイキングコース周辺 (JA嗜 :央綸油所～足助城 約 850m)

活動目的
ハイキングコース周辺の山林と地形を41か したll■物園をつくり、足助地区のllH物

種の保存 と自然についての関心・到解 を深める場 とする.

○設立のきつかけ

観光バスの雑談でハイキングコースの利用客を増や したい。足助にある申:木 を一杯植えたら…・・.

コース周辺を整備 し、足助地 ズにある中:木 を
′
然に増える力と適地での種蒔きを ,心に増や し

できるだけ多くの単木を集め特色のある山市のllt生地をつくり子供が自然に興味を持つ場にする。

022年 度の活動の内害

1「 足助植物園をつくる会 創サ総会 (2り 1)親工H「 内で布

志が40名 集 まケ

2植生調査 (5月 )種「 lH物 84種 シダ植物 9種

3ク マガイソウ・ササユ リ増殖地調査 (6り 1)

4観察路づくりと竹の伐採 (5月 ～ 2月 ) 男性 11心 で進行、

4均 が多くて難航 した。

5卓木の種蒔きと移植 (5月 ～ 3月 )

女性中心で進行 種蒔き約 25種 lll付 け約 2 5fF(標 準 )

種の採取は、自4i地の減少、多く残る道ylは草と一緒に刈

られ想像以上に難 しかつた。

7巣箱作 り (1り J)

親子で作 り、コースや周辺地に掛ける。

8猪ネ ット張 りと落ち葉広集め (5月 、 2り 1)

カブ トムシ増殖実験りl130m× 2張 り

クマガイ ンウ・ヤマユ リリ1150m× 5張 り

9ク マガイソウ植付け (2月 )

増殖が期待できるところ 2ヶ 所  40株

10サ サユ リ育出槽づくりと幼球の移植 (1り |、 2り |)

育苗槽  10箱  幼球  1000個

11 育苗場・苗の 時保管場所づくりと種蒔き

水や り 交雑防止等で候補地を転々と変える.

12広 報誌発行 (1号～ 9号 )

成果と今後の日標

ジエビネの自生の発 /L、 5年 Blに植えたフタバアオイの群落の成長年に継続の手応えを感 じたせ

竹の伐採で山が ,想以上に月るくなり、増殖場所が1曽 え、観察路が延長できた,

種蒔きや植付けの量は少なかったが、今後の1曽殖についての日処がたつた.

今年度の活動を効率 1く 継続発展させ、市木の4i長を見守る.

成長が早く見栄えする山II:の 導入・広報誌の充実・ l常生7舌の雑談等で関心と意欲の増進をlKlろ
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::団 体名 新 田 町 わ く わ く し よ 春 い 会  代表 本多 慶助 会員 5名

新 ″町 夏
"意

配 菫 頂 J

活動場所 足助町 石橋、岩崎地区

活勤目的 地域の景観整備による活性化

O設立のきつかけ

重伝建の指定に向け、町並みにあつた装飾をして、

地域の住民とふれあつてほしい。

022年 度の活動の内害

常夜灯を模した飾り台の設置

少 しでも多くの人々に訪れてもらい、

組み立て作業

設置風景

成果 と今後の目標

自発的に花を飾つたり、観光客と花のお話をしたりして交流の一助となっている。

今後、岩崎地区にも展開していきたい。
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冒Z団体1

春ちの案ロ
に即 甲 民 間 情 簡 鵬 :|

:(いすクロス)町くン1

代表 佐久間章郎 会員 126

活動場所 足助地区商店街内

活動目的 足助地区商店街をおとずれる来街者の情報提供及び休憩場所の設置

設立のきっかけ

足助地区の商業者の経営安定のための事業活動の支援

22年度の活動内容

月 1回の「中馬なごやか市」をはじめ商店街 (町並み)への集客のための事業を

展開。その 1つ として現在商店街に設置してある休憩ベンチを活用して外来者

に、わかりやすく、温か味のある商店街や、名所の案内をするためにベンチに

かぶせるクロスシー トを町の中に設置する。デザインは、足助の町並みに合っ

たデザインにするため唐沢照文氏にお願いし足助らしさを強調。

|や

澪

一
ノ
一

―ヽ
　　ヽ

成果と今後の日標

23年度には足助地区が重伝建に指定され整備が進んでいく中で、常に最新の

情報を外来者に提供するために、次年度以降もベンチシー トをよリグレー ドア

ップして、実施することにより足助の商店街(町並み)の PRに努める。

名
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'3三
州足助太鼓 代表 鈴木正治  会員 25名

和太鼓で地域づくりと子どもの育成を図る事業

活動場所 旧大見小学校、西尾 (プ ロ開催)での太鼓教室、豊田市内外のイベン ト会場

活動目的
和太鼓の演奏を通じて会員相互・地域住民との親睦を図ると共に年間を通して市内外の
イベントなどに出演し会を盛り上げる。又、演奏への参加を通して、子供達へ挨拶など
の礼儀を教え心身の育成を図る。更にプロの和太鼓講師の指導を得て技術向上を図る。

○設立のきつかけ>
平成8年 10月 、全国に「足」のつく市町村ネットワークづくりを目指す「全国足並み会」が草の根的な交流を図る為、

会員市町村が共通の和太鼓の創作曲を作 ろうと吐 事がきつかけとなり、旧町内の大鼓好きが集まつて結成。
「足並み会」散会後、独立 し上記目的の為に活動を推進中。

022年 度活動の内
1メン ―ヾ (会員)の技術力向上
毎週、月・火・木の夜、仕事黎 えてから1日 大見小学校に集合 ヒ 基礎練習・由練習を実施。
更に技術力の向上を目的にプロの和太鼓奏者等の技術指導も受ける。
例 :2～ 3ヶ月毎に青沼保人プロの指導、関西地区で活躍中のプロチーム「松村組」所属の

山田純平プロの大鼓教室へ約 1回/2ヶ月で参加、プロチーム「志多らの」拠点で稽古参加

町の「志多ら」
拠点へお邪魔 して

2メン ―ヾ以外への技術指導
昨年のわくわく事業で指導を行つた「子供太鼓劇 」へ、その雄姿に憧れ新たに加わった
子供へ、毎週金曜夜、旧大見小学校で技術指導を実施。又、7月 の東京ディズニーランド
での演奏出演に向け、三ヶ月弱、土日返上で追加稽古も行い立派に演奏できました。

奏後、更にメン ヾ &パート換え&由のパージョンアップして本日再び

3ホームページ・ブログを設立し、「足助」をアピール(パネル展示発表もご覧下さい)

42010年イベント等での演奏 (パネル展示発表もご覧下さい)

1/10足助地区成人式、2/21和太鼓フス ティウk結 (西尾市で開催の大鼓教室で参加)、

3/13シャングリラ足助(09年結成「翔」のお披露目演奏)、 3/27三 州足助太鼓自主コガ ート
5/2あすけルネガ ンス、6/5足助地区大運動会、7/3足助地区プレおいでん(荒天で演奏中止)、

7/11東京ディズニーランLシアターオーリンズ、8/3カ ンボジアの子供達と交流会、
3/7新盛地区夏祭り・御蔵地区夏祭り、3/8足助田町夏祭り、8/27日 近の里太鼓フス タ
10/3あすけ夢里まつり、10/11名古屋マリオットアソシアホテル、10/23足助中学校40周 年記念、
10/23」 あ́いち秋のわくわく元気祭り、11/14岡崎城二の丸能楽堂、
11/27香嵐渓まつり、2/27純平太鼓教室お披露日、3/12シャングリラ足助(本 日)、 他

自主コガ ー ト

成果 と今後の 目標

今年度、足助太鼓として21イベント、子ども達仔 供太鼓「響」「翔」)は 12イベントで稽古の成果を披露
できま暁 。大きな目標であつた、自主コガ ートの開催・東京ディズニーラン時 の演奏を実現でき、
地域の各種イベントで検 の盛 り上げができたど思います。
今後はプロによる指導も含めメンバー自らの更なる技術向上と、子供達への技術指導を充実 し、心身の育

成、活動の繁栄・地域の活性化を推進 していきたいと思います。
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平成23年4月 1日 (金)～4月 28日 (木 )

わくわく事業は、地域資源(人、歴史、文化など)を活用し、地域課題の解決や地域の

活性化に取り組む事業を支援する新しい発想の地域活動支援制度です。

「わたしたちの地域は、わたしたちの手でもつと住みよく楽しく!」を合言葉に皆さんで

まちづくり活動を始めてみませんか。

団体からの申請を地域会議が審査して、市が助成を行います。

(1)保健、医療又は福祉を通して地域づくりを推進する事業

(2)地域の伝統、文化、郷土芸能又はスポーツを通して地域づくりを推進する事業

(3)安全・安心な地域づくりを推進するための事業

(4)地域の生活環境の改善、景観づくり、自然環境保全を図る事業

(5)子どもの健全育成を通して地域づくりを推進する事業

(6)地域の特性を生かした産業振興のための事業

(7)地域づくりに有効な助言や提案を受けるための事業

(8)その他個性豊かな住みよい地域社会を構築するための事業

※市や市の外郭団体などの助成を受けている事業など市長が適当でないと認めた

ものは対象になりません

1原則 5人以上で組織された団体

2活動が当該地域の多数の住民に支持されると認められる団体

3政治活動、宗教活動及び営利活動を目的としていない団体

0同一事業の申請は原則3年を限度とします。
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下記書類を4月 28日 (琳⇒までに足助支所地域振興担当へ提出してください。

●提出書類  ・交付申請書  ・申請団体概要  ・申請事業概要  ・年間活動計

画書 ・予算書 ・会員名簿兼同意書 ・申請団体の規約。会則など

*3年 目以降の事業は、事業成果検証シート。

*申請書類は足助支所に用意してあります。また豊田市ホームペー

ジからも取り出すことができます。

●審査方法

地域会議による公開審査を行います。【5月 22日 (日 )】

書類審査とプレゼンテーション審査(またはヒアリング審査)を行います。

※プレゼンテーションでは申請団体に提出書類に基づいた説明をしていただきます

●審査基準
1 補助要綱に適合しているか

2 事業計画の妥当性、社会的公益性・地域貢献性、発展性・将来性が適合しているかなど

3 3年 目以降の継統事業については、事業成果が期待に十分応えているか

●対象経費
補助事業の目的を達成するために直接必要な経費。

(ただし、1事業における補助金は 100万円を上限とする。)

●対象外経費
1 団体の事務所などを維持するための経費

2 団体の経常的な活動に要する経費

3 団体の構成員に対する食糧費

要綱第 5条第 2項の補助対象と認められない経費について、次のような基準を定める。

(1)認められない経費は、原則的に、経費が必要である理由がしっかりしていないもの、説明がせ な

いものとする。その事例や例外など、又は、必要と認められた経費であつても、補助率や限産額を

定めるものについて別表1に定める。

回≡コ →
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項  目 (1)補助対象経費と認められない事例 (2)限度額・条件を定める事例

報償費 (1)講師料、出演料以外 (団体の構成員に対する謝礼は対象外)の経費。

例 )参加者全員に配布する参加賞、ゲームなどの景品

(2)講師謝礼は1講師につき、1回 10万円を上限とする。

人件費・賃金 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費。

需用費 消耗品費 (1)作業時の軍手。イベント用の箸・皿。

(1)草刈鎌・鍬・鑓・鋸。*ただし、草刈鎌・鍬・鑓・鋸については都市住民との交流事業で必

要な場合、経費の1/2を対象とする。

(2)草刈機替え刃は単価1,000円 を上限とする。

(2)原則として団体で保管し共有するもので、公益的効果をもたらす場合(例 えば防犯パト

ロールのベスト)で必要と認められたユニホーム(半被・帽子も含む)は、一着単価3,50
0円を上限とし、申請3ヵ 年で合計70,000円 までを対象とする。

食糧費 (1)団 体の構成員や団体の活動への参加者に対する食糧費。作業時のお茶も不可。

(2)た だし、次の場合は対象とする。講師や出演者への依頼内容が、午前・午後にわたり、

謝礼を払つていないとき、単価 1,500円 以下の食事。

燃料費 (2)草刈機・チエンソーに使用する混合燃料は、申請時の時価を限度とする。

印刷製本費 (2)記念誌的な冊子で、高額な印刷物は9割を限度とする。

(2)無料配布するチラシなどは単価を 100円以内とする。

賄材料費 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費。

※会員の口に入る物は不可。

旅費 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費。

例)慰安的な要素の強い視察研修の旅費

保険料 (1)ボランティア保険、レクリエーション保険等必要最小限の保険以外のもの

例)団体が所有する備品などの保険料

修繕費 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費。

例 )・ 集会施設や集会施設備品、ごみステーション、防犯灯などの自治区運営に関

わるものの修繕・神社仏閣など宗教に関わるものの修繕

(1)特別な知識、技術を必要としない丸投げの修繕費。

委託料 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費。

使用料・賃借料 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費

例 )・ 慰安的要素の強い視察研修のためのバス費用

・環境整備活動で使用する草刈機・チェンソーなどの賃借料

(1)会 員所有の自家用車 (乗用車、軽トラツク等)の使用料、借用料。

(2)トラクター、脱穀機については1回 5,000円 の使用料を上限とする。ユンボについては

大きさにより適切な使用料を設定する。目安として 1回 30,000円 以内。

工事請負費 (1)特別な知識、技術を必要としない丸投げの工事請負費。

原材料費 (1)地域資源を有効活用できる経費

例)地元に山があり、構成員の中にも山の所有者がいて、荒れた山の場合、安易にベン

チの材料として木材を申請するのでなく、環境整備も含めて地元で調達してほしい。

備品購入費 (1)補助事業を推進するために必要性が十分説明できない経費

例)枝打ちロボット

(1)団 体として、長期的に使用すると認められない備品

(2)①市民団体が自治区関連の団体 (自 治区、自治会、コミュニティ会議)に相当し、自治区

行事に使用する備品を申請する場合=備品の補助率は 50%以内

②①に該当しない団体の場合=備品の補助率は 70%以内

※但し、①②とも補助合計金額は 20万円を上限とする。

負担金 (2)事業実施に必要な研修会等の参加負担金は原則1名 分を補助。ただし、参加負担金の

中に昼食代などの食料費が含まれている場合、それを除く。

補助金及び交付金 (1)補助金及び交付金はいかなる理由でも認めません。
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地域会議が事業内容に応じて補助条件、補助率などを審査し、市長が補助金額を決

定します。地域会議ごとの総予算は 500万円です。また、申請金額からの減額や条

件を付して交付決定を行う場合があります。

(1)補助事業の評価は、「事業計画の妥当性J「社会的公益性・地域貢献性」「発展性・将来性」の

3項目について、各5段階評価の点数制とします。

ただし、「社会的公益性・地域貢献性」「発展性・将来性」については点数を2倍にします。(25

点満点)

(2)補助事業の点数は、各委員の合計値を集計した平均点。ただし、地域会議委員が申請団体

や申請事業の関係者である場合は、その委員の得点は算入しません。

(3)補助事業として採択する基準は平均点13点以上。平均点13点未満の場合は不採択としま

す。

(4)補助率は平均点数により異なります。

・平均点が 22点以上 25点以下の場合、補助対象経費の 100%以内を補助します。

・平均点が 17点以上 22点未満の場合、補助対象経費の 90%以内を補助します。

・平均点が 13点以上 17点未満の場合、補助対象経費の 80%以内を補助します。

(5)申請者全団体の補助対象総額が予算額(500万円)を上回る場合

平均点の高い団体から順位付けし交付決定とするため、予算額を上回つた時点で補助対象団

体であつても、交付金額が減額、又は交付できない場合があります。

補助事業の取組について、発表会などを予定しています。また、補助金交付にあたり、

発表会などに参加することも補助条件となります。

シャングリラ足助2012にて、「事例発表」「パネル展示発表」等を条件として予定しています。

申請書類は足助支所に用意してあります。

また豊田市ホームページからも取り出すことができます。

足助支所 地域振興担当ご相談・お問合せ先
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